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調

馨

取

消
費
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目
的
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物
糟
・

労
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の
理
論
-
-
-
-
-
-
文
単
一
博
士

抱

凪

指

犯

ケ
ネ

l
の

租

税

理

論

法

串

士

セ
イ
の
販
路
説
に
就
て
・
・
・
-
-
細
尚
早
士

シ
a

ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
祇
稲
環
論

諮

問

噛

洩

我
闘
民
経
漕
の
貰
相

跡

直

幅

錦

融

再
び
佐
田
介
石
に
就
い
て

ブ
ロ
イ
セ
ン
の
地
方
税
制

動
大
量
ご
静
大
量

崎
垣
フ
ラ
ン
ス
粧
清
串
界
の
傾
向

最
近
英
闘
に
於
り
る
殻
算
の
業
績

近
著
外
岡
経
済
雑
誌
主
要
論
題

法
血
中
博
士

細
地
問
川
市
上

此

阻

中

十
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相
岬
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同
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オ
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械
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械

事
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融
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プ
ロ
イ
セ
ン
の
地
方
税
制
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一
弘
仲
の
机
抜

プ
ロ
イ
ヒ

y
白
川
方
税
白
仰
系
は
ミ
タ
ヘ
ル
(
百
占
邑
)
の
川

政
改
革
に
叫
く
邦
税
改
正
に
山
闘
い
て
之
忙
附
糊
し
千
八
百
九
1

=
一
年
七
月
十
州
日
品
目
布
せ
ら
れ
た
「
地
方
公
限
法
」
(
円
。
日
目
平

日
宮
町
四
戸
耳
ロ
の
自
E

N

)

中
に
総
括
的
に
測
定
せ
ら
れ
る
却
と
k

っ
た
。
現

A74向
此
法
律
は
市
川
村
山
瑚
印
刷
仰
に
判
「
る
根
本

法
と
な
っ
て
ゐ
る
。
然
し
此
の
法
作
中
山
淵
(
円
目
白
)
及
川
(
?
?

E
E
)
の
税
を
川
副
作
品
し
た
保
文
は
千
九
訂
六
年
川
川
二
十
三
日

の
「
制
及
州
公
謀
法
」
(
何
回
目

E
E
旬
。
己

E
E『阿
M
Zロ
円
円
)
に

~j1‘略f#o
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依
っ
て
底
止
せ
ら
れ
る
事
と
た
っ
た
。
此
等
の
二
つ
の
法
律
は

協
品
主
改
正
せ
ら
れ
れ
い
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
ピ
に
共
等
法
律
内

白
規
定
の
改
正
の
み
な
ら
中
他
白
法
令
に
依
っ
て
例
1

ぽ
千
九

百
二
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
白
「
皆
業
読
の
暫
時
的
組
定
に

附
す
る
プ
ロ
イ
セ

y
令
」
(
品
目
。
官

E
目，
R
Z
4
0
3
ι
'
z-um-T 

品】巾司。同

]E出向巾

Z
2司
官
]
百
四
骨
同
の
宮
、
。
号
Z
Z再
ぺ
)
千
九
百

二
十
七
年
三
月
十
五
日
の
新
草
案
(
Z宮
宮
山
自
同
)
或
は
千
丸
百

二
十
三
年
二
月
十
四
H
の
「
暫
時
的
不
動
産
税
の
賦
械
に
闘
す

る
法
体
」
(
。

E
E
m『

宮
町
古
宮
ロ
伺

E
Z
q
g
E
C酌問。ロ

日
2
2
E
S
P
-
T
O周囲
O曲
。
ロ
〉
等
に
よ

H
最
後
に
千
九
γ
日一一

十
七
年
四
月
二
十
二
日
の
法
律
に
依
っ
て
改
正
せ
ら
れ
た
。

之
に
加
ム
る
に
地
方
税
制
に
特
に
重
要
注
閥
係
を
も
つ
も
の

は
調
乙
闘
財
政
調
和
訟
(
同
仰
向
島
也
E
ロ
NEω
四戸
Z
E
D
-
)
の
設

龍
ー
ー
千
九
百
二
十
三
年
六
月
二
十
三
日
の
法
律
千
九
百
二
十

六
年
間
月
二
十
七
日
の
新
法
井
に
千
九
百
二
十
七
年
四
月
七
日

の
改
正
法
|
l
u
A
ぴ
此
獅
乙
岡
財
政
剥
和
訟
に
謝
す
る
普
闘
施

行
令

q
E匝
-
E
ω
B
F
E回官

P
E
E
同
〉
の
)
の
描
低
迷
|
|

千
九
百
二
十
三
年
十
月
三
十
日
の
令
、
千
九
百
二
十
六
年
五
月

雑

錐

プ
ロ
イ
セ
ン
白
地
方
枕
制

五
日
の
新
令
井
に
千
九
百
二
十
六
年
九
月
二
十
七
日
及
千
九
百

二
十
七
年
四
月
二
十
三
日
の
修
正
ー
ー
で
あ
る
。
同
様
に
千
九

百
二
十
五
年
八
月
寸
目
白
「
園
邦
及
市
町
村
白
相
互
禄
税
植
に

闘
す
る
閣
法
」
(
問
。
5
Zの・

c
Z
H
ι
5
問。問

3
5
2岡
町
ロ
回
2
5
5

百回叫
wEnF耳

Z
ロ
問
。
M
n
F
F
E舟
ヨ
ロ
ロ
ハ
山
口
o
E宮
a
pロ
)
も
重

嬰
な
胸
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

ニ
、
税
の
他
。
牧
入
民
的

T
る
聞
係

地
方
公
諜
訟
も
郡
及
州
公
刊
同
法
も
共
K
、
夫
主
の
岡
悼
の
財

政
盟
問
削
討
を
充
た
す
に
は
税
は
最
後
に
と
ら
る
ベ
吉
も
の
で
あ
る

と
云
ム
根
本
翻
念
か
ら
附
議
し
て
、
税
以
外
の
収
入
特
に
財
産

よ
り
生
中
'
る
収
入
、
手
数
料
、
特
別
負
強
A
交
付
金
主
以
て
共

の
支
出
に
充
て

不
足
あ
る
場
合
に
の
み
税
の
賦
課
徴
収

E
震

f
E
Aす
旨
の
規
定
を
設
け
て
ゐ
る
o

但
し
此
の
制
限
は
、
共

の
税
の
賦
謀
徴
牧
が
特
別
の
(
例
へ
ば
衛
生
的
又
は
警
察
的
)
考

慮
の
下
に
得
さ
れ
る
も
の
〈
例
〈
ば
畜
犬
税
〉
白
如
宮
場
合
に
は

のil11
慣 m
{白は
地な
1111ν、
税。
の叉
~II ft'l! 
き柴

事t
共の
の虫fI
R武宮
課
微物
牧 l日
が脆

-m武
ニ 定 t己
'fi 1<: 基

よく
つ不
て動
命産

第
二
十
力
容

E 

第
一
一
割



雑

録

プ
ロ
イ
セ
シ
由
地
方
稀
制

ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
托
は
趨
用
な
き
は
勿
愉
で
あ
る
。

さ
て
税

ιよ
っ
て
支
出
に
充
ワ
る
場
合
は
先
づ
刷
持
税
を
以

て
す
べ
吉
で
あ
る
。
直
接
税
は
綿
憾
の
必
要
税
牧
入
額
中
間
接

税
を
控
除
し
た
残
り
の
部
分
の
需
要
に
の
み
充
て
う
る
紅
過
ぎ

た
い
。
此
規
定
の
依
っ
て
来
る
所
以
は
、
主
と
し
て
幽
の
所
得

税
と
伺
突
せ
ぎ
る
校
考
は
せ
ら
れ
た
所
よ
り
出
品
。
然
し
な
が

ら
、
現
在
白
後
述
し
た
る
都
市
に
於
て
は
租
税

μ
銃
E

草
川
町
古

も
の
と
た
り
、
特
に
間
接
税
よ
り
も
直
接
税
が
主
た
る
も
の
と

た
っ
て
、
税
法
の
識
別
主
は
反
射
白
現
象
企
呈
し
て
ゐ
る
。

邦
よ
り
も
寧
ろ
市
町
村
特
に
小
町
村
正
於
て
は

十
っ
と
長

く
ま
で
共
の
歳
向
に
充
つ
る
矯
全
部
と
は
云
ひ
得
ざ
る
も
共
白

大
部
分
配
共
の
所
有
財
産
〈
即
ち
不
動
産
及
森
林
)
よ
り
生
十
る

牧
盆
を
以
て
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
課
税
(
し
か
も
大
部
分
は

間
接
税
〉
は
之
に
反
し
て
単
に
下
位
在
勤
め
て
ゐ
た
に
過
ぎ
な

い
。
し
か
も
一
の
蜘
縫
策
と
し
て
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
此

鰯
縫
策
も
め
っ
た
に
共
山
必
要
在
感
じ
ら
れ
・
な
か
っ
た
引
で
あ

る
。
然
L
在
が
ら
此
事
は
市
町
村
の
設
建
に
つ
れ
て
根
本
か
ら

壊
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
産
業
資
本
主
誌
は
岡
敏
諸
闘
を
風
隣

第
二
十
九
巻

二
六

し
た
。
凋
趨
も
亦
共
の
例
に
も
れ
た
か
。
た
。
夫
に
仲
つ
亡

プミ

傍

観

方
に
は

E
高
白
首
を
施
し
た
産
業
界
白
支
配
背
、
他
方
に
は
資

本
在
所
有
せ
ざ
る
数
限
り
泣
き
捗
働
者
帥
応
業
側
産
者
の
鮮
が

成
立
す
る
事
占
左
っ
た
。
小
町
村
は
大
工
業
都
市
叉
は
大
商
業

都
市
K
迄
設
建
し
、
共
の
人
口
は
抽
出
十
高
宜
超
ゆ
る
事
占
危
つ

た
。
都
市
K
於
け
る
柑
刷
費
の
量
的
及
質
的
の
柑
加
は
相
件
つ

τ

生
じ
た
。
無
数
の
労
働
者
禍
に
工
業
都
耐
の
務
働
者
は
都
市
の

枇
曾
政
策
的
施
設
を
要
求
し
た
。
共
の
潟

ι畢
校
が
増
築
せ
ら

れ
た
。
又
療
養
所
、
助
産
院
、
乳
児
保
護
所
等
の
設
立
に
よ
る

公
的
街
生
設
備
白
費
用
救
貧
費
等
が
重
み
、
人
目
白
増
加
に
つ

れ
て
警
察
官
吏
も
多
く
要
す
る
事
占
な
り
聾
袋
負
'
括
は
増
加

し
、
直
接
の
市
町
村
H
政
は
益
ミ
費
川
を
裂
す
る
事
と
な
っ

た
。
約
言
す
れ
ば
公
的
生
荷
の
あ
ら
ゆ
る
方
剛

ι於
て
経
費
は

べ
ら
俸
に
靖
大
す
る
事
と
な
っ
た
。
夫
に
約
し
て
は
都
合
よ
く

行
っ
て
ゐ
る
市
町
村
で
す
ら
財
産
よ
り
生
十
る
収
入
の
み
で
は

充
分
で
な
く
な
っ
た
。
だ
か
ら
市
に
於
て
は

や
む
な
く
共
の

他
の
収
入
棋
を
見
山
川
さ
ね
ば
な
ら
丘
く
た
っ
た
。

而
し
て
手
数
料
干
特
別
負
挽
叉
は
間
接
税
を
以
て
し
て
は



市
町
村
の
如
吉
狭
い
領
域
内
で
は
到
底
此
等
心
経
費
を
支
耕
し

う
る
だ
け
充
分
蝉
宮
の
牧
入
を
あ
げ
る
事
は
出
来
た
い
。
だ
か

ら
普
岡
の
市
町
村
財
政
の
宮
際
は
、
以
前
主
同
様
現
今
も
倫
直

接
枕
か
ら
の
牧
入
に
主
と
し
て
依
る
も
の
で
あ
る
。
枕
牧
入
中

直
接
税
制
間
接
税
の
剖
合
を
見
る
に
、
戦
前
で
は
人
口
一
一
品
以

上
の
市
町
村
に
於
て
は
直
接
税
八
九
・
六
%
川
接
税
〈
交
泊
税
を

合
む
)
一

0
・
問
%
で
あ
り
千
九
百
十
七
年
一
周
一
日
に
は
九

五
・
八
%
割
問
・
二
%
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
其
む
以
後
に
於

て
は
大
都
市
に
於
け
る
割
合
は
泊
費
税
・
交
通
税
に
'P
し
く
大

ル
」
な
る
傾
向
を
も
っ
て
来
た
。
図
及
郭
の
税
分
県
柄
を
控
除
し

た
ベ
ル

H
Y
の
税
収
入
中
正
陀
一
億
五
円
高
7

ル
ク
は
直
接
税

(
中
六
千
四
百
七
十
高
T

ル
ク
が
晶
画
乙
税
.
間
千
十
寓
T

ル
ク

は
地
租
〉
で
五
千
三
百
高
7

ル
ク
が
泊
費
税
M
A
交
地
税
で
あ
る
。

間

税

按

市
町
村
及
郡
は
間
接
税
を
訴
す
る
取
を
う
る
。
州
は
此
緋
能

を
有
し
た
い
。
「
地
方
公
説
法
」
井
に
「
郡
及
州
公
課
法
」
に
於
て

間
接
続
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
も
の
は
粧
品
胴
上
の
事
情
に
課

雑

錐

プ
ロ
イ
セ
ン
白
地
方
枇
制

せ
ら
れ
る
も
の
以
外
に
、
動
産
自
『
所
有
』
(
例
へ
ば
犬
の
所
有
)

止
云
品
事
賞
に
課
せ
ら
れ
る
も
の
配
合
む
。

法
律
に
於
て
は
議
務
税
た
る
州
問
柴
枕
以
外
に
附
接
税
と
し
て

犬
税
及
宥
修
住
民
税
が
規
定
せ
ち
れ
て
ゐ
る
。
春
修
位
居
税
は

住
居
者
の
数
及
位
肘
白
目
的
に
比

L
過
大
た
り
と
秘
め
ら
れ
る

安
を
存
ず
る
住
宅
に
課
す
る
枕
で
あ
っ
て
、
住
宅
供
給
及
移

住
川
閥
『
出
円
借
『

E
同
骨
円
司
。

Z
E
q
Z円
「
民
Fpm叫
ロ
ロ
白
骨
司

虫
色
日
吉
岡
)
の
費
削
に
充
つ
る
待
設
け
ら
れ
る
目
的
枇
で
あ
る
。

脊
修
位
尉
税
以
外
に
於
て
附
接
税
山
入
を
以
て
特
定
い
的
例

へ
ば
牧
貧
由
民
に
支
叫
す
る
が
如
き
費
途
川
問
先
の
日
制
定
は
回
附
今
之

を
底
止
す
る
。

此
等
以
外
の
間
接
税
に
付
て
は
共
の
賦
献
徴
牧
が
、
明
に
閤

及
郵
の
法
規
に
肌
相
側
聞
し
た
い
隙
り
は
許
さ
れ
る
。
図
訟
に
就
て

は
特
に
類
似
税
の
賦
謀
禁
止
、
農
業
及
営
業
の
粧
品
百
則
具
に
封

す
る
課
税
禁
止
・
葡
萄
捕
、
火
消
鮪
泉
水
位
劃
す
る
謀
税
禁
止

井
に
百
貨
府
税
.
宿
泊
松
(
巧

NRUES-Eι
回

o
r
o
F
O品
E
q
1

5
5
2
)
肉
刻
、
菱
粉
、
バ
ン
、
屠
畜
に
封
ず
る
課
税
の
禁
止

等
が
考
察
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
郵
訟
に
闘
す
る
事
で
は
地
方

第
二
十
九
巷

七

第

税

七



雑

鍛

プ
ロ
イ
セ
ン
白
地
方
枕
制

公
課
法
第
十
四
僚
に
於
て
馬
鈴
曲
者
、
燃
料
の
使
用
に
約
す
る
謀

税
を
禁
じ
て
ゐ
る
。
又
一
方
「
調
乙
川
財
政
調
和
法
に
謝
す
る

普
図
璃
行
令
」
第
二
僚
及
第
一
-
一
十
八
僚
で
は
郡
内
の
町
村
で
は

不
動
産
取
得
税
又
は
増
倒
税
を
認
す
る
事
を
得
な
い
と
し
て
ゐ

る
。
夫
は
此
等
白
税
が
市
及
郡
白
収
入
と
喜
れ
て
ゐ
る
か
ら
で

，1; 
る市

町
村
及
郡
白
間
接
税
の
新
設
又
は
鑓
克
ほ
税
保
例
の
改
正

に
依
っ
て
局
さ
れ
る
。
而
し
て
税
僚
例
は
町
村
に
あ
っ
て
は
郡

参
事
曾

事
曾
ハ
回
百
円
r
m
E
目

E
"と
の
秘
可
を
必
裂
と
す
る
。
郡
は
自

(円
z
r
a口
出
品

5
4、
市
及
郡
に
あ
っ
て
は
行
政
阪
参

分
で
間
接
税
を
賦
耕
す
る
代
り
に
、
共
の
都
内
の
町
村
の
間
接

税
収
入
に
釘
す
る
分
前

E
要
求
昔
る
事
も
出
来
る
。
共
の
際
に

は
上
下
級
凶
値
川
の
要
求
舗
の
公
平
な
均
衡
が
得
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。

園
、
直

接

税

イ
、
概
就

直
接
市
町
村
枕
は
、
組
納
税
論
務
者
に
封
し
}

定
。
棟
地
中
に
従
H
U
且
均
等
O
税
率
に
よ
り
課
税
せ
ら
る
。
市
町

第
二
十
九
巻

ノ'1.

錯

韓

A 

村
の
施
設
が
市
町
村
の
一
直
域
文
は
市
町
村
民
白
一
部
比
封
L

利
毎
主
興
ふ
る
科
度
主
同
時
に
す
る
場
合
に
於
て
、
特
別
負
婚
の

方
法
に
よ
る
事
前
は
ぎ
る
と
き
に
は
、
市
町
村
白
決
議
に
よ
っ

t
市
町
村
白
一
直
域
又
は
市
町
村
民
の
一
部
に
射
し
て
共
白
受

く
る
利
益
白
科
皮
に
隙
じ
て
謀
率
主
同
時
に
す
る
事
を
得
。
謀
率

円
算
定
に
梯
準
・
と
さ
れ
る
も
の
は
、

汁
内
山
崎
上
叫
山
一
試
世
維
持
に

嬰
し
た
費
用
上
り
共
白
仙
の
牧
人
主
松
除
し
た
制
で
あ
る
。
此

決
議
は
認
可
主
受
く
る
主
要
す
る
。

地
方
公
説
法
に
於
て
は
市
町
村
の
也
接
枕
と
し
て
は

も
占

は
不
動
能
及
掛
業
に
釘
す
ゐ
税
(
物
税
)
以
外
に
所
得
税
を
認
め

て
ゐ
た
。
然
し
千
九
百
二
十
年
一
二
月
二
十
九
日
及
三
十
日
。
凶

所
得
税
法
制
定
後
、
地
方
税
た
る
所
得
税
は
停
止
せ
ら
る
L
事

と
な
っ
た
。
た

r
一
部
分
所
得
税
の
代
替
枕
と
せ
ら
れ
た
消
費

税
は
術
存
す
る
事
を
う
る
。
此
時
は
大
所
得
に
封
す
る
よ
り
も

小
所
得
に
釘
し
比
較
的
重
課
と
な
ら
ざ
る
様
考
慮
せ
ら
る
べ
き

で
あ
る
。

賃
貸
家
屋
枕
え
は
住
宅
枕
(
出

EMGE
巧
o
E
E伺
E
o
s
-

は
前
越
者
修
住
居
枕

E
除
い
て
は
新

ι賦
課
す
る
事
を
得
た



い
。
既
存
の
賃
貸
家
屋
税
叉
は
住
宅
設
は
内
務
犬
臓
両
大
臣
に

於
て
本
訟
の
課
税
原
則
及
誕
の
他
の
規
定
に
反
せ
ざ
る
千
苔
+

を
審
益
し
新
忙
認
可
を
血
一
ム
る
も
の
止
す
。
千
八
百
九
十
八
年

四
月
一
日
記
に
共
の
認
可
の
危
脅
し
時
は
共
の
効
力
主
失
ム
。

地
方
公
課
法
の
規
定
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
直
接
市
町
村
税
は

憾
で
其
の
本
来
の
形
態
に
於
て
は
邦
の
算
定
に
か
L
る
謀
税
制
幅

制
中
に
射
す
る
百
分
南
由
形
世
え
は
認
可
主
う
け
て
特
別
的
穂
傍

例
を
設
け
夫
に
基
い
て
賦
課
せ
九
れ
る
事

k
k
る
。
闘
川
得
税

訟
の
施
行
K
よ
っ
て
特
刷
所
得
税
僚
例
は
共
の
姿
を
浸
し
た
占

同
様
に
、
替
業
税
の
新
規
定
に
附
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
令
の
場
行

止
共
陀
特
別
替
業
税
保
例
は
な
く
な
っ
た
。
特
別
税
僚
例
に
付

て
は
、
た
ピ
不
動
産
税
に
闘
す
る
も
の
の
み
が
存
在
す
る
だ
け

で
あ
る
。
此
際
課
税
槙
準
在
し
て
採
ら
m
Q
L
も
の
は
一
年
又
は

数
年
間
の
利
川
倒
値
又
は
純
牧
入
、

土
地
又
は
家
屋
の
小
作
料

賃
貸
債
格
、
或
は
普
通
債
格
(
営
時
一
般
に
千
均
資
質
債
格
と

し
て
枇
曾
的
に
認
め
ら
る
べ
き
も
の
)
又
は
市
町
村
に
於
け
る

不
動
産
の
階
放
区
分
或
は
以
上
の
標
準

ω結
合
に
よ
る
。

従
前
邦
の
算
定
に
か
i
h

る
課
税
掠
準
に
封
ず
る
百
八
T
率
の
形

草書

錐

プ
ロ
イ
セ
シ
の
地
方
揖
制

態
で
課
税
し
た
際
は
、
邦
は
課
税
標
準
を
算
定
す
る
の
み
で
磁

を
微
枇
し
た
の
で
は
な
い
。
全
然
市
町
村
の
税
で
る
っ
た
。
然

る
に
共
の
後
不
動
産
税
に
閥
し
て
は
「
暫
時
的
不
動
産
税
の
賦

謀
K
闘
す
る
法
律
」
が
槙
構
と
き
札
、
前
に
地
租
及
家
屋
税
と

別
々
に
左
っ
て
ゐ
た
の
を
此
法
律
で
)
つ
に
ま
と
め
、
邦
に
封

し
今
誼
微
牧
外
に
置
か
れ
た
税
が
再
び
徴
牧
せ
ら
札
る
事
と
な

っ
k
o
酬
も
邦
の
枕
'
J
L

島
ヴ

t
手
紙
や
〕
般
的
規
定
も
図
税
徴

収
法
主
増
加
世
ら
れ
る
事
ル
」
在
っ
た
。
此
の
邦
税
に
針
L
市
町

村
は
附
加
税
を
賦
課
す
る
事
を
得
。
共
の
附
加
税
率
が
一

0
0

%
を
超
ゆ
る
時
に
は
邦
白
認
可
を
必
要
と
す
る
。
た
ピ
し
一
五

o
v
m
E趨
ゆ
る
事
を
得
左
い
。

替
業
税
に
就
て
も
「
管
業
税
の
暫
時
的
規
定
に
閲
す
る
プ
ロ

イ
セ
ン
令
」
が
設
け
ら
れ
、
雌
官
業
税
を
多
く
の
貼
に
於
て
不
動

産
税
と
類
似
の
規
定
白
下
に
置
い
た
。
た
ピ
替
業
税
に
付
て
は

前
に
地
べ
た
如
く
不
動
産
税
の
如
〈
百
分
率
税
の
代
り
に
特
別

税
保
例
E
設
く
る
事
は
山
来
な
い
。

市
町
村
は
邦
心
算
定
に
か
L
る
幣
業
税
の
基
本
額
に
到
し
百

4
J
輔
・
税
E
諒
す
る
市
曹
を
う
る
。

一
定
の
納
固
に
於

τ市
町
村
は

第
二
十
丸
谷

丸

第

都

丸



雑

録

プ
ロ
イ
セ
ン
白
地
方
描
制

共
の
地
方
的
必
要
に
姐
臨
ず
る
租
税
を
微
牧
ず
る
事
b
L

得
る

〈
例
之
支
庖
税
、
酒
屋
営
業
税
、
漁
業
税
白
如
き
〉
。
替
業
税
は
邦

の
税
で
あ
る
が
邦
は
之

E
微
牧
す
る
の
で
は
な
い
。
共
の
基
本

額
bz
定
め
る
の
み
で
あ
る
。
帥
ち
前
記
の
プ
ロ
イ
セ
ン
令
に
於

て
「
市
町
村
は
本
令
の
定
む
る
所
に
上
っ
て
替
業
税
を
賦
謀
す

る
事
査
特
」
占
規
定
L
て
ゐ
る
。
此
机
定
の
怠
味
は
其
の
成
立

拍
車
に
よ
っ
て
明
比
さ
れ
る
。
法
文
の
前
草
案
で
は
此
規
定
主

有
し
て
ゐ
た
か
っ
た
。
何
故
た
れ
ば
前
平
提
で
は
邦
が
替
業
税

在
全
然
'
と

ιた
い
占
一
疋
ふ
事
を
云
っ
て
ゐ
在
い
。
従
っ
て
今
迄

週
り
の
徴
収
外
に
置
か
れ
た
邦
の
税
止
い
ふ
形
式
を
維
持
し
ょ

う
・
と
思
つ
も
孔
の
で
あ
る
。
然
し
現
伽
合
議
の
後
和
税
形
態
は
明

に
最
初
か
ら
市
町
村
枕
と
し
て
の
外
腕
を
呈
す
る
如
〈
艶
更
さ

山
た
の
で
あ
る
。
此
規
定
の
成
立
史
民
於
て
百
八
宵
寧
税
と
一
E

ふ

37

一
円
業
が
よ
〈
/
¥
吟
味
せ

ιれ
一
泣
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
共
の
言

棄
は
縦
令
も
・
9
7
1郵
税
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
粉
基
本
額
が
徴

収
せ
ら
れ
左
〈
止
も
問
ひ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
租
税
基
本
額
は

徴
牧
せ
ら
れ
る
の
で
は
た
い
草
花
計
算
の
基
礎
主
た
る
に
過
ぎ

た
い
。

第
二
十
九
巻

O 

第

棋

一
三

O

不
動
産
税
は
市
町
村
内
に
存
在
す
る
建
物

付
土
地
及
建
物
な
し
の
土
地
に
到
し
賦
課
せ
ら
る
。

菟
税
と
さ
れ
る
も
の
左
の
如
し

一
犬
使
舘
、
会
使
舘
及
共
の
用
地
た
る
外
同
所
有
地
。
似
し

外
図
上
り
同
様
の
利
径
を
興
へ
ら
る
L
場
合
民
限
る
。

二
邦
、
州
、
郡
、
市
町
村
及
其
の
他
の
地
方
園
間
め
問
中
幅
地

井
K
家
屋
K
し
て
直
接
公
務
用
叉
は
A

公
共
の
利
用
に
供
せ
ら
る

目
、
不
動
産
湯

?
も
の

三
邦
白
認
可
の
下
に
公
共
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
た
る
橋
拍
車
、

敷
石
道
、
曲
F4岨
の
軌
道
、
越
航
し
特
ベ
き
謡
判
。

問
堤
防
組
合
の
堤
防
官
の
監
替
に
服
す
"
。
私
人
の
堤
防
及
公

益
上
保
護
せ
ら
目
Q
L
排
水
抽
出
説
組
合
の
建
設
物

五
大
曲
申
校
及
共
の
他
の
公
共
的
教
育
に
使
用
す
る
校
舎

六
歌
合
.
睡
拝
堂
共
の
他
hu
宗
教
上
に
使
用
す
る
家
屋
及
枇

圏
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
る
宗
教
幽
剛
躍
の
共
の
用
に
供
す
る
家

屋
山
山
救
貧
院
、
孤
児
院
、
公
共
病
院
、
牢
獄
、
感
化
院
、
幼
稚

園
、
共
の
他
扶
養
者
た
吉
者
又
は
反
枇
曾
怯
を
有
す
る
者
忙
針



し
保
謎
を
符
す
事
を
目
的
と
す
る
所
の
慈
昔
的
設
備
及
養
育
院

に
属
す
る
家
屋
に
し
て
直
接
共
の
用
に
供
叶
ち
る
与
も
の
。

)

〉

)

)

仏
、
ほ
、
供
、
化
に
摘
げ
ら
れ
た
施
設
に
要
す
る
建
物
付
及

崎
町
物
た
し
の
土
地

〉日
山
併
伯
、
牧
師
、
岡
山
内
閣
明
校
教
員
の
使
川
地
及
役
宅
、
但
し

現
行
訟
に
よ
り
琵
除
喧
ら
る
a
A

も
の
に
限
る
。

特
別
の
法
律
白
根
操
た
く
し
て
従
来
沼
税
せ
ら
れ
ゐ
た
る
も
一

す。
土
地
又
は
家
屋
の
一
部
分
の
み
が
A

公
務
用
又
は
公
共
の
利
用

に
供
せ
ら
れ
る
際
は
、
共
心
一
部
分
に
何
て
の
み
租
枇
を
菟
除

す。
地
方
公
謀
法
以
外
白
法
規
に
基
く
も
の
と
し
て
は
、
「
困
邦

及
市
町
村
の
相
互
融
枕
離
に
閲
す
る
閣
法
L

第
四
傑
に
於
て
猫

乙
閣
の
所
有
不
動
産
に
し
て
公
務
別
又
は
公
共
の
利
川
に
供
せ

ら
れ
た
る
も
の
に
釘
す
る
兎
枕
を
踏
め
て
ゐ
る
。
此
際
住
居
同

的

ι供
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
公
務
川
又
は
公
共
の
利
用
K
供
せ

ら
れ
た
る
も
白
主
認
め
ら
れ
る
事
な
し
。

雑

6晶

プ
ロ
イ
セ

y
由
地
方
軸
制

市
町
村
は
不
動
産
税
に
付
て
は
邦
枕
に
到
す
る
附
加
積
白
形

態
か
又
は
特
別
税
僚
例
の
形
態
に
て
課
税
し
得
る
事
井
に
特
別

税
と
し
た
る
時
の
謀
税
槙
糟
に
付
て
は
既
に
述
べ
た
庭
で
あ
る

が
、
邦
殺
と
し
て
は
課
税
標
単
は
不
動
産
の
慣
格
で
千
T

ル
タ

に
〈
智
ら
れ
た
府
税
税
し
と
去
っ
て
ゐ
る
。

千
丸
百
十
七
年
よ
り
千
九
百
十
九
年
の
課
税
槙
準
調
議
期
聞

に
到
し
て
は
補
充
偵
格
〈
何
日
間
日
目
口
問
問
巧
ω口
U

が
同
時
都
止
吐

ιれ

品
。
ハ
本
来
は
牧
市
祉
倒
格
円
相
斗
日
間

2
2〉
が
棋
申
i

と
喧
ち
る
べ

富
で
あ
る
が
)

(ロ)(イ〉課
fll 建寧
知l申sは

f.j停J
森土格
林地千
、に 7

庭あん
闘っク
にて毎
るはに
つ月
て税
は占

し
て

O
、二

0
マ
ル
ク

一
高
マ
ル
ク
を
超
え
ざ
る
倒
格

。
、
一

0
マ
ル
ク

次
の
一
一
一
官
同
7

ル
ク
迄
の
債
格

O
、
一
五
マ
ル
ク

次
の
六
寓
T

ル
ク
迄
の
債
格

O
、二

0
マ
ル
ク

夫
を
超
ゆ
る
債
格

O
、
二
一
止
マ
ル
ク

之(ハ)
に共
封の
し他
ての
市土
町地
村に
のあ
附つ
加て
税は
古1
謀
せ
ら
れ
る。
附
JJII 
税
白

O
、
二
五
マ
ル
ク

第
二
十
九
巻

一

第

緯
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雑

プ
ロ
イ
セ
シ
白
地
方
酷
制

録

期
中
に
就
て
は
腕
に
述
べ
た
如
く
一

0
0
%を
超
ゆ
る
時
に
は
邦

の
認
可
を
裂
し
、

一
五

O
%を
超
ゆ
る
翠
は
許
可
せ
ら
れ
左

ν、。
ハ
、
留
柴
田
幅
低
に
述
べ
た
如
く
此
税
は
形
式
的
に
邦
の
税

と
な
っ
て
ゐ
る
が
資
質
ヒ
は
市
町
村
の
視
す
あ
る
。
邦
の
相
税

委
員
に
よ
っ
て
算
定
せ
ら
れ
邦
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
器
本
税

額
K
従
っ
て
課
税
せ
ら
%
削
基
本
税
舗
に
到
す
る
百
分
碍
で

市
町
村
税
は
定
め
ら
る
。

今
迄
市
町
村
は
特
別
税
僚
例
主
設
く
る
事
主
得
た
け
れ

E
も

此
事
は
出
阻
止
せ
ら
れ
て
、
市
町
村
民
謝
し
て
は
其
の
課
税
標
準

を
替
業
資
本
に
よ
る
か
又
は
従
業
者
の
給
料
額
に
よ
る
か
の
選

帯
主
箆
す
事
が
出
来
、
叉
あ
る
特
殊
替
業
K
到
し
て
課
税
し
得

る
機
能
が
興
へ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
(
支
応
松
・
酒
屋
管
業

税
等
) 

課
税
物
件
は
替
業
艇
替
の
錆
プ
ロ
イ
セ
ン
内
に
管
業
所
主
定

• 
め
て
錯
す
定
住
管
業
で
あ
る
。
而
し
て
此
庖
に
云
ふ
替
業
に
は

鱗
山
業
主
含
む
。

定
住
替
業
主
云
ふ
の
は
行
商

r到
す
る
語
で
あ
る
。
行
商
に

第
二
十
九
巻

一

第

漉

一

封
し
で
は
千
八
百
七
十
六
年
七
月
三
日
及
千
八
百
九
十
六
年
十

二
月
二
十
三
日
の
法
律
で
特
別
の
課
税
が
せ
ら
れ
る
(
閏

Em-za

5
5
3
0
行
商
税
で
は
定
住
替
業
は
諒
税
納
閣
外
に
置
い
て
ゐ

る
。
同
一
人
で
行
商
主
同
時
に
定
性
替
業
主
盛
ん
で
ゐ
る
場
合

が
あ
る
。
か

5
也
場
合
は
、
定
住
倍
業
民
到
し
て
は
日
営
業
税
主

し
て
説
せ

ιれ
.
桁
商
日
鈎
し

τ此
行
商
税
』
し
て
諜
世
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

替
業
主
云
ム
の
は
、

一
般
都
消
交
誼
の
参
加
に
於
て
現
は
れ

る
織
機
的
の
替
利
目
的
に
向
け
ら
れ
た
自
立
的
行
織
を
謂
ふ
。

組
合
、
登
録
せ
ら
れ
た
舎
位
、
法
人
及
構
業
の
刷
業
と
し
て
替

ま
る
a
h

消
費
設
備
を
矯
す
上
越
の
如
吉
行
錯
は
、
縦
令
夫
が
法

規
上
及
宜
際
上
特
定
の
限
定
せ
ら
れ
た
範
閣
の
人
口
に
供
給
し

日
替
利
H
的
主
有
せ
ざ
る
場
合
k
雌
も
、

此
鹿
に
云
ム
替
業
の

中
に
包
含
せ
ら
る
。

又
日
品
商
業
所
主
云
ム
の
は
定
佳
品
商
業
の
経
惜
の
矯
正
使
則
す
る

地

t
の
定
着
的
建
設
物
叉
は
試
備
を
綿
て
但
合
す
る
白
で
あ
っ

て
、
之
に
依
っ
て
替
業
所
、
ど
認
む
べ
き
も
の
は
本
応
の
外
に
支

底
、
工
場
、
勝
民
及
版
賢
所
、
帳
場
ハ
同
o
E
O河
内
〉
井
に
共
の
他



替
業
主
、
共
同
経
営
者
、
支
配
人
、
及
共
の
他
の
代
理
人
が
皆

業
粧
替
の
得
に
使
附
し
て
ゐ
る
曲
商
業
設
備
等
で
あ
る
。

替
業
税
の
菟
ぜ
ら
る
べ
き
も
の
は
弐
の
如
し

付
農
業
、
林
業
、
牧
畜
及
狩
猟

付
申
茸
魚
業
及
漁
業
(
但
し
漁
業
に
し
て
斑
動
機
的
を
用
ふ
る

も
の
又
は
従
業
者
五
人
以
上
を
用
ふ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
市

町
村
M
決
議
を
以
て
之
に
賦
訴
す
る
事
を
得
)

ハ
果
賞
栽
培
、
補
碕
栽
培
、
及
地
闘
業

一
ゴ
公
的
職
務
、
技
術
的
皐
術
的
、
交
遊
的
、
教
義
叉
は
粧
育

的
行
時
(
例
之
訴
曲
申
、
昔
時
期
、
舞
師
、
盤
側
、
開
操
毅
師
の
如

き
〉
に
従
事
す
る
者
。
特
に
措
師
、
邦
の
試
験
を
受
け
た
歯
盤

者
、
関
誌
士
、
宣
誓
し
た
土
地
及
原
野
白
測
量
手
及
鈍
山
測
量

手
・
と
し
て
の
職
に
従
ふ
者

吋
共
の
利
接
を
専

ι慈
善
的
又
は
公
共
的
目
的
に
使
用
す
る

が
如
き
企
業
陀
針
し
て
は
、
申
請
に
よ
っ
て
僻
業
税
調
査
委
員

舎
の
決
議
を
経
て
籾
税
を
菟
除
す
る
事
を
得
。

同
一
市
町
村
内
で
同
一
人
の
粧
替
す
る
多
激
白
替
業
は
ゴ
ω

管
業
・
と
し
て
算
定
せ
ら
る
。
告
業
税
の
課
税
標
準
・
と
し
て
用
ひ

雑

鍛

プ
ロ
イ
セ
シ
白
地
方
時
制

ら
品
、
も
の
は
管
業
収
益
と
侍
業
資
本
で
あ
る
。
偉
業
務
本
に

代
る
〈
昔
標
準
・
と
し
て
市
町
村
舎
の
決
議
を
縦
て
従
業
者
自
給

料
額
を
以
て
す
る
事
が
出
来
る
。

付
掛
業
牧
徒
主
は
図
所
得
税
白
規
定
に
よ
る
替
業
よ
り
生
宇

る
所
得
及
共
の
評
僚
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
。
替
業
資
本
に
封

す
る
利
子
〔
共
D
資
本
が
替
業
者
自
身
に
属
す
る
主
第
三
者
に

属
す
る
在
は
之
を
問
は
・
宇
)
及
替
業
の
基
礎
付
け
又
は
繍
張
、

替
業
資
本
円
強
間
又
は
共
む
他
白
改
良
の
鏡
起
さ
れ
た
債
務
の

利
子
、
井
に
替
業
に
役
立
つ
賃
借
土
地
、
家
屋
、
室
、
及
替
業
設

備
の
賃
借
料
は
替
業
収
益
よ
り
控
除
す
ぺ
昔
鵬
首
業
経
費
K
M崎せ

や
。
更
に
合
名
合
枇
、
合
資
曾
祉
及
有
限
責
任
命
枇
の
枇
員
及

株
式
合
資
曾
祉
の
無
限
責
任
祉
員
が
、
共
の
曾
祉
の
震
に
自
己

の
翁
し
た
る
努
務
及
勤
務
陀
謝
す
る
報
酬
及
生
活
資
料
又
は
家

計
上
白
物
件
を
共
同
し
て
犬
量
忙
買
入
れ
且
小
費
に
て
販
資
す

る
組
合
に
於
て
、
所
筒
購
買
者
利
径
が
物
品
に
酎
し
支
掛
は
れ

た
現
金
の
百
分
の
五
を
趨
ゆ
る
A
T
E
劃
し
て
も
控
除
を
し
た
い
V

(
此
際
共
の
購
買
者
利
舗
が
組
合
員
に
興
へ
ら
れ
る
か
、
非
組

合
員
に
奥
へ
ら
れ
る
か
は
之
を
問
は
左
い
)
O
向
替
業
収
益
と
見

第
二
十
九
巻
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プ
ロ
イ
セ
ン
白
地
方
柏
制

倣
さ
れ
た
い
も
の
は
一
保
険
業
者
が
保
険
金
支
櫛
の
得
白
地
中
備

金
・
と
し
て
必
製
な
る
額
コ
明
に
賦
献
を
受
〈
べ
き
事
業
年
度
。

首
初
上
り
、
他
の
商
事
曾
枇
の
綿
惜
の
株
式
‘
受
配
備
利
恭
白

少
く
止
も
四
分
の
ご
E
有
つ
曾
祉
に
於
て
、
夫
に
腕
す
る
各
種

の
州
営
で
あ
る
。

回
融
官
業
読
本
〈
設
備
及
経
営
読
本
)
M
H

測
地
問
許
倣
訟
K
よ
Z
剛

健
業
財
産
に
し
て
潜
哨
増
税
を
納
む
べ
き
酷
商
業
の
粧
替
に
組
制
的

雑

錯

に
閉
引
い
ら
る
e
A

も
り
で
あ
る
。
調
麹
岡
許
制
訟
に
基
き
定
め
ら

〉

れ
た
る
車
位
倒
格
を
掠
相
主
し
て
之
に
」
単
位
慣
格
陥
定
K
際

(
 

し
控
除
せ
ら
れ
た
る
債
務
に
し
て
機
組
義
務
に
胤
し
な
い
も

3
 

の
、
二
他
人
内
所
有
に
嵐
す
る
も
企
業
者
に
役
立
つ
物
館
の
債

格
を
加
ふ
る
。

〕い
総
業
者
の
給
料
額
は
構
設
に
従
事
す
る
同
労
務
者
に
支
梯
は

る
ペ
骨
労
賃
及
給
料
の
拙
額
に
上
り
定
め
ら
る
。
利
経
削
営
、

賞
耐
丹
、
無
料
住
宅
、
扶
助
及
共
の
他
の
棉
て
の
興
へ
ら
れ
た
賠

償
及
反
封
給
付
白
岡
田
格
は
掛
賃
叉
は
給
料
ル
」
見
倣
さ
る
。

税
捕
は
替
業
政
制
祉
を
探
地
と
す
る
時
に
は
、
収
益
一
、
二

O
O

マ
ル
ク
以
下
の
金
額
陀
は

O
、
五
広
、
夫
を
超
ゆ
る
事
一
、
ご

O

第
二
十
丸
笹

四

第

観

回

0
マ
ル
ク
迄
の
金
額
忙
は
一
%
、
更
に
夫
を
趨
ゆ
る
事
一
、
二

0
0
マ
ル
ク
迄
の
金
額
に
は
一
、
百
%
、
更
に
夫
主
超
ゆ
る
金

額
に
は
二
%
の
超
過
累
進
税
車
を
謀
ず
。
替
業
資
本
に
よ
る
税

率
は
一
二

.
0
0
0
マ
ル
ク
を
超
え
ざ
る
替
業
資
本
的
部
分
に

お
し
て
は
千
分
の

O
、五

E
超
ゆ
る
事
を
得
中
。
夫

E
超
ゆ
る

共
白
骨
設
資
本
が
=
一
、

0
0
0
7

金
額
に
判
L
て
は
竺
B
W
A
、

ル
グ
左
越
え
ざ
る
僻
業
に
あ
っ
て
は
替
業
資
本

E
協
準
と
す
る

課
税
世
話
A

除
さ
る
。
法
人
の
形
式
に
て
替
ま
れ
ざ
る
偉
業
、
有

限
責
任
曾
枇
、
株
式
命
枇
に
於
て
替
業
主
〈
乱
艮
)
の
人
的
労
務

及
勘
諸
に
劃
す
る
報
酬
と
し
て
綿
額
一
、
五

0
0
マ
ル
ク
だ
け

控
除
す
る
o
従
業
者
の
給
料
額
を
標
準
と
す
る
税
率
は
給
料
額

の
千
分
の
一
止
す
。

市
町
村
は
之
に
鈎
し
百
分
率
附
加
税
を
賦
課
す
、
共
謀
率
が

ご
O
O
M
E超
ゆ
る
時
に
は
認
可
を
必
要
止
す
、
百
分
寧
附
加

将
は
比
百
業
資
本
叉
は
従
業
者
の
給
料
額
に
封
す
る
宿
主
晶
画
業
牧

ム
弛
に
射
す
る
裕
之
同
率
た
る
市
引
を
原
則
ー
と
す
る
。
但
し
町
村
に

於
て
は
郡
参
誕
合
、
市
に
あ
っ
て
は
行
政
区
参
事
曾
の
認
可
を

，
つ
け
て
二
倍
迄
は
税
率
を
異
に
せ
し
め
る
事
を
得
。
特
別
の
事



情
存
す
る
と
き
に
は
、
内
務
、
大
蔵
、
商
工
三
大
隠
の
認
可
主

う
け
、
夫
以
上
の
呉
れ
る
税
皐

E
定
め
る
事
が
出
来
る
。

市
町
村
は
夫
k
持
品
地
方
的
必
要
に
臨
じ
て
種
k

k
特
色
あ

る
百
分
率
附
加
粧
を
設
け
る
事
が
川
来
る
。

一
保
険
業
、
銀
行
業
、
信
用
業
及
物
品
版
貸
業
に
し
て
、
共

凸
市
町
村
田
内
に
於
て
主
た
る
事
務
所
を
有
せ
や
主
ず
る
も
日
営

業
所
を
有
す
る
も
の
に
封
し
支
庖
税
(
N
語
】
官
豆
一
z
m
Z
5
3
E

賦
課
し
。

二
技
館
、
居
酒
居
火
酒
又
は
飲
用
酒
精
白
小
寅
替
業
に
樹
し

酒
屋
替
業
税
(
印

ng尋問
2
日
σ
2
2
0与
を
賦
課
す
る
が
如
し
。

此
等
の
税
は
市
町
村
で
賦
謀
せ
ら
れ
て
ゐ
る
共
の
他
の
百
分

率
附
加
税
を
超
ゆ
る
事
二

O
%以
上
た
る
事
を
得
た
い
。
又
住

所
地
市
町
村
主
替
業
所
所
在
市
町
村
聞
の
均
衡
に
付
て
法
裁
に

規
定
し
て
ゐ
る
所
は
左
記
白
如
く
で
あ
る
。

一
市
町
村
(
作
所
地
市
町
村
)
に
他
市
町
村
(
替
業
所
所
在
市

町
村
)
に
於
て
仕
事
を
し
て
ゐ
る
俸
給
生
活
者
が
ご
十
人
以
上

位
局
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
替
業
所
所
定
市
町
村
は
正
規
的
牧
入

た
る
前
納
の
替
業
資
本
税
及
給
料
税
在
、
門
組
商
業
牧
続
税
に
付
て

雑

録

プ
ロ
イ
セ
ン
白
地
方
聴
制

は
此
要
な
し
〉
住
所
地
市
町
村
K
A
T
典
L
た
け
れ
ば
左
ら
・
な
い
。

此
際
標
準
と
さ
れ
る
も
の
は
鵬
首
業
所
所
在
市
町
村
民
於
け
る
俸

給
生
前
者
の
掛
敢
に
到
す
る
住
附
地
市
町
村
内
民
住
居
す
る
該

俸
給
生
荷
者
の
割
合
で
あ
る
。

此
際
支
梯
額
井
に
計
算
。
方
法
に
付
て
は
閥
係
市
町
村
問
に

於
亡
城
議
を
認
す
事

E
得。

自
治
雄
悶

(
9
2
Z
N一
号
)
に
替
業
所
の
存
在
す
る
時
に
は
、

郡
参
事
合
は
位
所
地
市
町
村
の
要
求
に
基
い
て
、
荊
闘
主
ハ
の
干

Z
E
S
Zゆ
る
が
各
俸
給
生
荷
者
の
錆
に
作
所
地
市
町
村
に
賠
償

す
る
事
を
要
す
る
額
を
決
定
す
る
事
を
う
る
。
共
の
際
は
住
所

地
市
町
村
又
は
共
の
郡
又
は
行
政
直
(
岡
高

E
E明
百
日

3
内

の
同
種
の
市
町
村
の
給
料
税
を
参
酌
す
る
。
妊
闘
主
は
か
く
し

て
決
定
せ
ら
れ
た
額
を
位
所
地
市
町
村
民
位
ん
で
ゐ
る
従
業
者

の
労
務
に
よ
っ
て
経
営
せ
ら
れ
て
ゐ
る
自
治
斑
闘
内
の
替
業
の

経
皆
者
に
封
し
て
従
業
者
に
支
却
は
れ
る
給
料
舗
を
標
硝
占
し

て
割
り
営
て
る
事
が
出
来
る
。
本
来
自
治
旋
風
は
替
業
税
を
賦

課
す
る
の
機
能
を
有
し
た
い
の
で
あ
る
か
ら
、
自
治
腔
閑
陀
あ

っ
て
は
、
間
有
白
意
味
に
於
け
る
位
所
地
市
町
村
に
針
す
る
祖

第
二
十
九
巻
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録

プ
ロ
イ
セ
シ
町
一
地
方
枕
制

輯

積
分
奥
の
同
制
は
起
ら
・
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
此
規
定
で
夫

に
相
附
附
す
る
代
償
を
湛
同
主
に
釘
す
る
要
求
と
云
ふ
形
態
で
興

へ
た
の
で
あ
る
。

替
業
刷
所
在
市
町
村
止
住
所
地
市
町
村
聞
の
争
議
の
決
定

は
、
郡
参
事
舎
が
之
を
認
す
。
市
が
闘
興
す
る
際
は
行
政
直
参

事
品
目
が
故
後
の
伏
見
を
興
へ
る
。
ベ
ル
リ
三
叩
が
倒
具
す
る
際

K
は
内
務
大
国
は
共
の
争
織
を
伏
定
す
べ
き
行
政
軍
事
事
合
を

指
定
す
る
。

玉
、
郡
及
川
の
芭
持
税

直
接
税
に
就
て
は
、
郡
は
所
剖
郡
税
〈
同

5
2
5
F向
。
る
止
し

て
、
共
の
郡
内
の
市
町
村
及
自
治
班
捌
か
ら
、
企
画
設
決
算
年
度

中
に
事
宜
上
夫
等
下
級
国
憾
の
収
入
と
な
れ
る
闘
所
得
税
及
訟

及
同
年
度
中
に
於
て
邦
の
算
定
に
か
ミ
る

入
所
得
税
分
興
舗

不
動
産
税
及
品
同
業
枕
の
基
本
税
制
に
封
す
る
百
分
率
E
以
て
賦

諜
徴
牧
を
潟
す
の
で
あ
る
。
特
別
の
規
定
(
郡
及
州
公
謀
法
第

八
位
開
〕
に
依
り
郡
舎
の
決
誌
を
料
て
割
常
椋
却
と
し
て
、
邦
の

算
定
に
か
aa

る
不
動
産
税
額
の
橡
算
額
の
代
り
に
、
特
別
税
不

第
二
十
九
巻

~，、

傍

観

2 

~ 
r、

動
産
税
保
例
の
椋
単
に
よ
っ
て
算
定
せ
ら
れ
た
枕
の
抽
出
算
額
を

採
用
す
る
事
が
間
飛
る
。

す
る
百
分
率
占
物
税
に
対
す
る
百
分
草
の
比
蔀
が
共
の
怯
尚
一

釣
三
に
速
す
る
が
如
き
議
決
は
認
可
を
必
要
・
と
す
る
。

州
は
直
接
税
在
所
謂
州
枕
L

と
し
て
共
白
州
内
心
市
及
郡
よ

り
、
郡
が
郡
税
と
し
て
郡
内
町
村
よ
り
徴
牧
す
る
主
同
様
な
標

準
に
よ
っ
て
微
牧
す
る
。
た
ピ
百
分
率
に
封
す
る
算
定
を
不
同

に
す
る
事
は
何
等
の
認
可
主
要
せ
宇
し
て
錯
し
う
る
。

六
、
分
興
額
及
仙
の
法
規
に
基
〈
税

既
に
述
べ
た
る
直
接
税
及
間
接
税
白
如
宮
市
町
村
に
於
て

分
県
額
陀
鈎
す
る
百
分
率
と
物
税
に
到
す
る
内
分
率
、
更
に

は
叉
不
動
庵
税
に
針
す
る
百
分
報
企
替
業
税
に
鈎
寸
る
百
4
7
率

にと
1Mは
す五
る tc
百共
王子の
'I<i算
が定
口令

。不
56 同
!~ tc 
Jlc た
に す
及事
ぷ を
とう
古る
3Z 。
ヨト イ旦
-!;!i1 し
細分
に Bヰ
封 書H

の
規
定
に
よ
っ
て
、
市
町
村
及
市
町
村
組
合
に
封
し
税
収
入
の

師
局
か
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
事
が
あ
る
。



)
 

↑
先
づ
岡
税
に
付
て
一
耳
へ
ば
最
も
軍
大
な
る
地
伎
を
出
む
べ

き
は
閉
所
得
税
及
法
人
所
得
税
〈

E
E
5
5
Z
E
E
Z
L
S
L

問
。

G
g
n
F回
目
見
山
百
円
)
の
分
奥
で
あ
る
。

)
 

イ
所
得
税
に
釣
す
る
市
町
村
分
興
舗
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
邦

(
 

の
受
け
る
同
所
得
税
及
法
人
所
得
税
分
興
額
の
間
五
%
を
市
町

村
及
市
町
村
組
合
が
受
け
る
。
此
中
で
官
際
受
取
る
白
は
凹
O

町
内
で
共
山
中
か

ι二
%
を
市
町
村
加
の
負
指
均
衡
の
怨
に
邦
の

曲
学
校
金
出
陣
に
封
し
梯
込
ま
れ
る
。
此
掛
込
ま
れ
た
翻
だ
け
は
皐

校
組
合
か

ι邦
の
事
校
金
席
へ
梯
込
ま
る
べ
昔
賦
課
金
は
菟
除

せ
ら
る
。

さ
て
市
町
村
が
四
O
M
を
と
っ
た
碕
り
の
五
一
%
は
牛
分
づ
L

郡
及
州
に
到
し
て
共
の
義
務
費
支
緋
の
魚
介
興
せ
ら
れ
る
。

か
〈
て
市
町
村
山
牧
入
と
な
っ
た
阿
O
%
の
A
A
興
額
は
財
政

調
和
法
の
規
定
陀
よ
っ
て
確
定
せ
ら
れ
た
共
の
市
町
村
山
地
域

的
批
入
の
割
合
に
従
っ
て
介
興
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
文
?
R
~
F
A

の
州
及
郡
の
介
輿
額
も
財
政
調
和
法
白
槙
単
に
上
っ
て
更
に
夫

氏
屈
す
る
市
町
村
陀
分
配
せ
ら
れ
る
。

ロ
市
町
村
及
郡
は
邦
の
う
け
る
買
上
税
(
白
日
出
ロ
巴
2
2〕
分

雑

プ
回
イ
セ
ン
の
地
方
枕
制

録

興
額
の
五
分
の
三
を
受
取
る
。
此
市
町
村
及
郡
白
う
け
た
介
興

街
中
共
の
九
O
U
A
は
市
町
村
〔
自
治
荘
園
を
含
む
)
が
う
け
、
一

O
M
は
郡
が
う
け
る
。
州
は
臨
月
上
税
に
付
て
は
何
等
要
求
す
る

事
を
得
な
い
。

市
町
村
聞
の
分
配
は
最
近
行
ひ
た
る
闘
勢
調
査
を
基
本
A
L

て
人
口
般
に
比
例
し
て
行
は
る
。
郡
の
う
け
る
一
O
%
の
質
上

検
分
興
舗
も
周
様
の
擦
準
で
更
に
下
級
開
惚
に
分
県
ぜ
ら
れ

〈 ヒ夜L

E (?)も
ロ世

fF31. 
3福

Ea 
t に
E 於
心 て
の は
牧、

入邦
は に
市崎
及属
郡す
古t る
金不
部勤
号 車
る 取
事得
主 税

在
る
の
邦
が
事
に
自
分
で
課
税
を
断
念
し
た
時
に
は
市
町
村
は

更
に
、
不
動
産
取
得
税
附
加
税
を
賦
課
す
る
事
を
う
。

債
値
増
加
税

(
J
4
2
2
5の宮
ω
宿
区
司
)
の
徴
牧
に
闘
す
る
楠

利
は
市
町
村
に
の
み
許
苫
る
ο

邦
に
蹄
風
す
る
動
力
車
税
(
同
日
日

F
-
5
2問且
2
2
)
の
収
入

中
州
及
ベ
ル
リ
'
y
市
が
共
の
四
分
合
一
、

ベ
ル
リ
ン
市
を
除
く

市
及
郡
が
共
の
四
分
の
一
を
う
け
る
。
市
及
郡
白
A
7
輿
舗
は

b
T
E
地
域
白
岡
般
に
他
品
。
を
鮪
設
し
た
道
路
の
延
長
に
よ
っ
て

第
二
十
九
魯

七

= 
七

第

焼



雑

錐

励
大
拙
静
大
量
に
つ
い
て

貨分
税(ご)告11

〈邦せ
E税ら
fJ 1<: る
E 就 O

~ L 

~ lIi 
号制I
)村

~及
l，f 11; 
ir~ IIIT 
税村
コ組
g 合
号が
月 二lエ

有型
34 
5 の
こエ は
で語t

あ
る
。
共
に
邦
枇
に
針
す
る
附
加
税
を
賦
牒
す
る
事
を
う
る
。


